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○
労
働
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）

新
旧
対
照
表

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
六
条
の
二

法
第
十
八
条
第
二
項
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
法
第

第
六
条
の
二

法
第
十
八
条
第
二
項
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
法
第

三
十
二
条
の
二
第
一
項
、
法
第
三
十
二
条
の
三
、
法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項

三
十
二
条
の
二
第
一
項
、
法
第
三
十
二
条
の
三
、
法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項

及
び
第
二
項
、
法
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
、
法
第
三
十
四
条
第
二
項
た
だ
し

及
び
第
二
項
、
法
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
、
法
第
三
十
四
条
第
二
項
た
だ
し

書
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
法
第
三
十
七
条
第
三
項
、

書
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
法
第
三
十
八
条
の
二
第

＜

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
、
法
第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
、
法
第
三
十
八
条

二
項
、
法
第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
、
法
第
三
十
八
条
の
四
第
二
項
第
一
号
、

の
四
第
二
項
第
一
号
、
法
第
三
十
九
条
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
た
だ
し

法
第
三
十
九
条
第
五
項
及
び
第
六
項
た
だ
し
書
並
び
に
法
第
九
十
条
第
一
項
に

書
並
び
に
法
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者

規
定
す
る
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
過
半

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
過
半
数
代
表
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
の

数
代
表
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

法
第
四
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
監
督
又
は
管
理
の
地
位
に
あ
る
者
で

一

法
第
四
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
監
督
又
は
管
理
の
地
位
に
あ
る
者
で

な
い
こ
と
。

な
い
こ
と
。

二

法
に
規
定
す
る
協
定
等
を
す
る
者
を
選
出
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
実

二

法
に
規
定
す
る
協
定
等
を
す
る
者
を
選
出
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
実

施
さ
れ
る
投
票
、
挙
手
等
の
方
法
に
よ
る
手
続
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
者
で
あ

施
さ
れ
る
投
票
、
挙
手
等
の
方
法
に
よ
る
手
続
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
者
で
あ

る
こ
と
。

る
こ
と
。

②

前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
が
い
な
い
事
業
場
に
あ
つ
て
は
、
法
第
十
八
条

②

前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
が
い
な
い
事
業
場
に
あ
つ
て
は
、
法
第
十
八
条

第
二
項
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
法
第
三
十
九
条
第
四
項
、
第
六

第
二
項
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
法
第
三
十
九
条
第
五
項
及
び
第

項
及
び
第
七
項
た
だ
し
書
並
び
に
法
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
労
働
者
の

六
項
た
だ
し
書
並
び
に
法
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
労
働
者
の
過
半
数
を

過
半
数
を
代
表
す
る
者
は
、
前
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

代
表
す
る
者
は
、
前
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

③

（
略
）

③

（
略
）

第
七
条
の
二

（
略
）

第
七
条
の
二

（
略
）

一

（
略
）

一

（
略
）
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二

（
略
）

二

（
略
）

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（１）

（１）

～

（
略
）

～

（
略
）

（ⅰ）

（ⅴ）

（ⅰ）

（ⅴ）

金
商
法
第

二
条
第
一
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
有
価
証
券
（
銀
行
、

金
商
法
第

二
条
第
一
項
第
十
四
号

に
規
定
す
る
有
価
証
券
（
銀
行
、

（ⅵ）

（ⅵ）

協
同
組
織
金
融
機
関
の
優
先
出
資
に
関
す
る
法
律

（
平
成
五
年
法
律

協
同
組
織
金
融
機
関
の
優
先
出
資
に
関
す
る
法
律

（
平
成
五
年
法
律

第
四
十
四
号

）
第

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協
同
組
織
金
融
機
関
及

第
四
十
四
号

）
第

二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
協
同
組
織
金
融
機
関
及

び
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百

二
十
一
号

）

び
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令

（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百

二
十
一
号

）

第
一
条
の
九
各
号
に
掲
げ
る
金
融
機
関
又
は
信
託
会
社
の
貸
付
債
権

第
一
条
の
九

各
号
に
掲
げ
る
金
融
機
関
、
信
託
会
社
又
は
貸
金
業
の

を
信
託
す
る
信
託

（
当
該
信
託
に
係
る
契
約
の
際
に
お
け
る
受
益
者

規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
昭
和
五
十
八
年
政
令
第
百
八
十
一

が
委
託
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
指
定
金
銭
信
託
に
係
る
も

号

）
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
者
の
貸
付
債
権
を
信
託
す
る
信
託
（
当

の
に
限
る
。
）

該
信
託
に
係
る
契
約
の
際
に
お
け
る
受
益
者
が
委
託
者
で
あ
る
も
の

に
限
る
。
）
又
は
指
定
金
銭
信
託
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

～

（
略
）

～

（
略
）

（ⅶ）

（ⅹⅰ）

（ⅶ）

（ⅹⅰ）

銀
行
、
協
同
組
織
金
融
機
関
の
優
先
出
資
に
関
す
る
法
律
第

二
条

銀
行
、
協
同
組
織
金
融
機
関
の
優
先
出
資
に
関
す
る
法
律
第

二
条

（ⅹⅱ）

（ⅹⅱ）

第
一
項

に
規
定
す
る
協
同
組
織
金
融
機
関
及
び
金
融
商
品
取
引
法
施

第
一
項

に
規
定
す
る
協
同
組
織
金
融
機
関
及
び
金
融
商
品
取
引
法
施

行
令
第
一
条
の
九

各
号
に
掲
げ
る
金
融
機
関
又
は
信
託
会
社
の
貸
付

行
令
第
一
条
の
九

各
号
に
掲
げ
る
金
融
機
関
、
信
託
会
社
又
は
貸
金

債
権
を
信
託
す
る
信
託

（
当
該
信
託
に
係
る
契
約
の
際
に
お
け
る
受

業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
者
の

益
者
が
委
託
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
受
益
権

貸
付
債
権
を
信
託
す
る
信
託

（
当
該
信
託
に
係
る
契
約
の
際
に
お
け

る
受
益
者
が
委
託
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
受
益
権

（
略
）

（
略
）

（ⅹⅲ）

（ⅹⅲ）

～

（
略
）

～

（
略
）

（２）

（５）

（２）

（５）

②
～
③

（
略
）

②
～
③

（
略
）

第
十
九
条
の

二

使
用
者
は
、
法
第
三
十
七
条
第
三
項
の
協
定
を
す
る
場
合
に
は
、

（
新
設

）
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次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
協
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
三
十
七
条
第
三
項
の
休
暇
（
以
下
「
代
替
休
暇
」
と
い
う
。
）
と
し

て
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
の
時
間
数
の
算
定
方
法

二

代
替
休
暇
の
単
位
（
一
日
又
は
半
日
（
代
替
休
暇
以
外
の
通
常
の
労
働
時

間
の
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
休
暇
と
合
わ
せ
て
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定

め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
休
暇
と
合
わ
せ
た
一
日
又
は
半
日
を
含
む
。
）

と
す
る
。
）

三

代
替
休
暇
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
（
法
第
三
十
三
条
又
は
法
第
三

十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
延
長
し
て
労
働
さ
せ
た
時
間
が
一
箇
月
に

つ
い
て
六
十
時
間
を
超
え
た
当
該
一
箇
月
の
末
日
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

と
す
る
。
）

②

前
項
第
一
号
の
算
定
方
法
は
、
法
第
三
十
三
条
又
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項

（
新
設
）

の
規
定
に
よ
つ
て
一
箇
月
に
つ
い
て
六
十
時
間
を
超
え
て
延
長
し
て
労
働
さ
せ

た
時
間
の
時
間
数
に
、
労
働
者
が
代
替
休
暇
を
取
得
し
な
か
つ
た
場
合
に
当
該

時
間
の
労
働
に
つ
い
て
法
第
三
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
支
払

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
割
増
賃
金
の
率
と
、
労
働
者
が
代
替
休
暇
を
取
得
し
た

場
合
に
当
該
時
間
の
労
働
に
つ
い
て
同
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
割
増
賃
金
の
率
と
の
差
に
相
当
す
る
率
（
次
項
に
お
い
て
「
換
算

率
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
る
も
の
と
す
る
。

③

法
第
三
十
七
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
時
間
は
、
取
得
し
た
代

（
新
設
）

替
休
暇
の
時
間
数
を
換
算
率
で
除
し
て
得
た
時
間
数
の
時
間
と
す
る
。

第
二
十
条

法
第
三
十
三
条
又
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
延
長

第
二
十
条

法
第
三
十
三
条
又
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
延
長

し
た
労
働
時
間
が
午
後
十
時
か
ら
午
前
五
時
（
厚
生
労
働
大
臣
が
必
要
で
あ
る

し
た
労
働
時
間
が
午
後
十
時
か
ら
午
前
五
時
（
厚
生
労
働
大
臣
が
必
要
で
あ
る

と
認
め
る
場
合
は
、
そ
の
定
め
る
地
域
又
は
期
間
に
つ
い
て
は
午
後
十
一
時
か

と
認
め
る
場
合
は
、
そ
の
定
め
る
地
域
又
は
期
間
に
つ
い
て
は
午
後
十
一
時
か

ら
午
前
六
時
）
ま
で
の
間
に
及
ぶ
場
合
に
お
い
て
は
、
使
用
者
は
そ
の
時
間
の

ら
午
前
六
時
）
ま
で
の
間
に
及
ぶ
場
合
に
お
い
て
は
、
使
用
者
は
そ
の
時
間
の

労
働
に
つ
い
て
は
、
第
十
九
条
第
一
項
各
号
の
金
額
に
そ
の
労
働
時
間
数
を
乗

労
働
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項
各
号
の
金
額
に
そ
の
労
働
時
間
数
を
乗
じ
た
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じ
た
金
額
の
五
割
以
上
（
そ
の
時
間
の
労
働
の
う
ち
、
一
箇
月
に
つ
い
て
六
十

金
額
の
五
割
以
上
の
率
で
計
算
し
た
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＜

時
間
を
超
え
る
労
働
時
間
の
延
長
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
七
割
五
分
以
上
）

の
率
で
計
算
し
た
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

（
略
）

②

（
略
）

第
二
十
一
条

法
第
三
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
つ
て
、
家
族
手
当
及
び
通
勤

第
二
十
一
条

法
第
三
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
つ
て
、
家
族
手
当
及
び
通
勤

手
当
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
賃
金
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
割
増
賃
金

手
当
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
賃
金
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
割
増
賃
金

の
基
礎
と
な
る
賃
金
に
は
算
入
し
な
い
。

の
基
礎
と
な
る
賃
金
に
は
算
入
し
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

第
二
十
四
条
の
四

法
第
三
十
九
条
第
四
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

（
新
設
）

事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

時
間
を
単
位
と
し
て
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
る
有
給
休
暇
一

日
の
時
間
数
（
一
日
の
所
定
労
働
時
間
数
（
日
に
よ
つ
て
所
定
労
働
時
間
数

が
異
な
る
場
合
に
は
、
一
年
間
に
お
け
る
一
日
平
均
所
定
労
働
時
間
数
。
次

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
下
回
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
）

二

一
時
間
以
外
の
時
間
を
単
位
と
し
て
有
給
休
暇
を
与
え
る
こ
と
と
す
る
場

合
に
は
、
そ
の
時
間
数
（
一
日
の
所
定
労
働
時
間
数
に
満
た
な
い
も
の
と
す

る
。
）

第
二
十
五
条

法
第
三
十
九
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
所
定
労
働
時
間
労
働
し
た

第
二
十
五
条

法
第
三
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
所
定
労
働
時
間
労
働
し
た

場
合
に
支
払
わ
れ
る
通
常
の
賃
金
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
つ
て
算

場
合
に
支
払
わ
れ
る
通
常
の
賃
金
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
つ
て
算

定
し
た
金
額
と
す
る
。

定
し
た
金
額
と
す
る
。

一

時
間
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
金
額
に
そ
の
日
の

一

時
間
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
金
額
に
そ
の
日
の

所
定
労
働
時
間
数
を
乗
じ
た
金
額

所
定
労
働
時
間
数
を
乗
じ
た
金
額

二

日
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
金
額

二

日
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
金
額

三

週
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
金
額
を
そ
の
週
の
所

三

週
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
金
額
を
そ
の
週
の
所
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定
労
働
日
数
で
除
し
た
金
額

定
労
働
日
数
で
除
し
た
金
額

四

月
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
金
額
を
そ
の
月
の
所

四

月
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
金
額
を
そ
の
月
の
所

定
労
働
日
数
で
除
し
た
金
額

定
労
働
日
数
で
除
し
た
金
額

五

月
、
週
以
外
の
一
定
の
期
間
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て
は
、

五

月
、
週
以
外
の
一
定
の
期
間
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て
は
、

前
各
号
に
準
じ
て
算
定
し
た
金
額

前
各
号
に
準
じ
て
算
定
し
た
金
額

六

出
来
高
払
制
そ
の
他
の
請
負
制
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て
は
、

六

出
来
高
払
制
そ
の
他
の
請
負
制
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て
は
、

そ
の
賃
金
算
定
期
間(

当
該
期
間
に
出
来
高
払
制
そ
の
他
の
請
負
制
に
よ
つ
て

そ
の
賃
金
算
定
期
間(

当
該
期
間
に
出
来
高
払
制
そ
の
他
の
請
負
制
に
よ
つ
て

計
算
さ
れ
た
賃
金
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
期
間
前
に
お
い
て
出
来

計
算
さ
れ
た
賃
金
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
期
間
前
に
お
い
て
出
来

高
払
制
そ
の
他
の
請
負
制
に
よ
つ
て
計
算
さ
れ
た
賃
金
が
支
払
わ
れ
た
最
後

高
払
制
そ
の
他
の
請
負
制
に
よ
つ
て
計
算
さ
れ
た
賃
金
が
支
払
わ
れ
た
最
後

の
賃
金
算
定
期
間
。
以
下
同
じ
。)

に
お
い
て
出
来
高
払
制
そ
の
他
の
請
負
制

の
賃
金
算
定
期
間
。
以
下
同
じ
。)

に
お
い
て
出
来
高
払
制
そ
の
他
の
請
負
制

に
よ
つ
て
計
算
さ
れ
た
賃
金
の
総
額
を
当
該
賃
金
算
定
期
間
に
お
け
る
総
労

に
よ
つ
て
計
算
さ
れ
た
賃
金
の
総
額
を
当
該
賃
金
算
定
期
間
に
お
け
る
総
労

働
時
間
数
で
除
し
た
金
額
に
、
当
該
賃
金
算
定
期
間
に
お
け
る
一
日
平
均
所

働
時
間
数
で
除
し
た
金
額
に
、
当
該
賃
金
算
定
期
間
に
お
け
る
一
日
平
均
所

定
労
働
時
間
数
を
乗
じ
た
金
額

定
労
働
時
間
数
を
乗
じ
た
金
額

七

労
働
者
の
受
け
る
賃
金
が
前
各
号
の
二
以
上
の
賃
金
よ
り
な
る
場
合
に
は
、

七

労
働
者
の
受
け
る
賃
金
が
前
各
号
の
二
以
上
の
賃
金
よ
り
な
る
場
合
に
は
、

そ
の
部
分
に
つ
い
て
各
号
に
よ
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
た
金
額
の
合
計
額

そ
の
部
分
に
つ
い
て
各
号
に
よ
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
た
金
額
の
合
計
額

②

法
第
三
十
九
条
第
七
項
本
文
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

（
新
設
）

定
し
た
額
の
賃
金
は
、
平
均
賃
金
若
し
く
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
金

額
を
そ
の
日
の
所
定
労
働
時
間
数
で
除
し
て
得
た
額
の
賃
金
と
す
る
。

③

法
第
三
十
九
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

（
新
設
）

り
算
定
し
た
金
額
は
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
九
十

九
条
第
一
項
に
定
め
る
標
準
報
酬
日
額
に
相
当
す
る
金
額
を
そ
の
日
の
所
定
労

働
時
間
数
で
除
し
て
得
た
金
額
と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
三

法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
一
の
事
業
場
に
お

第
三
十
八
条
の
三

法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
一
の
事
業
場
に
お

け
る
同
種
の
労
働
者
に
対
し
て
所
定
労
働
時
間
労
働
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る

け
る
同
種
の
労
働
者
に
対
し
て
所
定
労
働
時
間
労
働
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る

通
常
の
賃
金
は
、
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た

通
常
の
賃
金
は
、
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
金
額
と

金
額
と
す
る
。

す
る
。
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第
五
十
条
の
二

法
第
九
十
六
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
危
険

第
五
十
条
の
二

法
第
九
十
六
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
危
険

な
事
業
又
は
衛
生
上
有
害
な
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
と
す
る
。

な
事
業
又
は
衛
生
上
有
害
な
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

主
と
し
て
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
な
う
事
業

三

主
と
し
て
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
な
う
事
業

イ

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
別
表

イ

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
別
表

第
六
の
二
に
掲
げ
る
業
務

第
八
に
掲
げ
る
業
務

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

四

（
略
）

四

（
略
）

第
六
十
八
条

法
第
百
三
十
八
条
に
規
定
す
る
中
小
事
業
主
の
事
業
に
係
る
第
二

（
新
設
）

十
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
五
割
以
上
（
そ
の
時
間

の
労
働
の
う
ち
、
一
箇
月
に
つ
い
て
六
十
時
間
を
超
え
る
労
働
時
間
の
延
長
に

係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
七
割
五
分
以
上
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
五
割
以
上
」
と

す
る
。

様
式
第
１
８
号

（第
５
２
条
関
係

）

様
式
第
１
８
号

（第
５
２
条
関
係

）

（第
四
面

）

（第
四
面

）

最
低
賃
金
法

（抄

）

最
低
賃
金
法

（抄

）

（労
働
基
準
監
督
官
の
権
限

）

（労
働
基
準
監
督
官
の
権
限

）

第
３
２
条

（略

）

第
３
８
条

（略

）

２
・
３

（略

）

２
・
３

（略

）

第
３
３
条

（略

）

第
３
９
条

（略

）
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○
最
低
賃
金
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
労
働
省
令
第
十
六
号
）

新
旧
対
照
表

改

正

案

現

行

（
算
入
し
な
い
賃
金
）

（
算
入
し
な
い
賃
金
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

２

法
第
四
条
第
三
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
賃
金
は
、
次
の
と
お

２

法
第
四
条
第
三
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
賃
金
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

午
後
十
時
か
ら
午
前
五
時
ま
で
（
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

三

午
後
十
時
か
ら
午
前
五
時
ま
で
（
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

四
十
九
号
）
第
三
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

四
十
九
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

地
域
又
は
期
間
に
つ
い
て
は
、
午
後
十
一
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
）
の
間
の

地
域
又
は
期
間
に
つ
い
て
は
、
午
後
十
一
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
）
の
間
の

労
働
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
賃
金
の
う
ち
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
の
計
算

労
働
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
賃
金
の
う
ち
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
の
計
算

額
を
こ
え
る
部
分

額
を
こ
え
る
部
分



- 8 -

○
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
三
月
二
十

五
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）

新
旧
対
照
表

改

正

案

現

行

別
表
第
二
（
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
七
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
七
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
定

第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
定

第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
協
定

（
新
設
）

（
略
）

（
略
）

労
働
基
準
法

第
三
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
定

労
働
基
準
法

第
三
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
定

第
三
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
定

（
新
設
）

第
三
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
協
定

第
三
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
協
定

第
三
十
九
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
協
定

第
三
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
協
定

（
略
）

（
略
）


